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源
氏
物
語
奥
入
の
系
統

―
―
大
橋
本
系
統
を
中
心
に
―
―

序

「
奥
入
」
は
、
源
氏
物
語
の
注
釈
書
で
あ
る
と
同
時
に
、
池
田
亀
鑑
氏
が
、

第

一
次
奥
入
の
欠
脱
と
い
ふ
こ
と
は
、
青
表
紙
本
証
本
の
判
定
に
お
い

て
致
命
的
な
欠
陥
で
あ
る
。

（
「
源
氏
物
語
大
成
　
研
究
篇
」
七
八
頁
）

と
論
じ
ら
れ
て
以
来
、
物
語
の
本
文
系
統
を
判
別
す
る
根
拠
で
も
あ

っ
た
。
こ

の
池
田
説
に
対
し
、
阿
部
秋
夫
氏
は
疑
間
を
投
げ
か
け
ら
れ
た
が

（注
１
）
、

今
後
新
た
に

「
奥
入
」
の
付
い
た
源
氏
物
語
が
発
見
さ
れ
た
時
、
物
語
本
文
だ

け
で
な
く

「
奥
入
」
の
系
統
も
決
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は

「
奥
入

」
は
、
大
橋
本
系

（
注
２
）

ｏ
大
島
本
系

（注
３
）

・
別
本
系

（注
４
）

・
異

本
系

（
注
５
）
に
分
類
さ
れ
て
い
る
の
で
、
各
々
の
系
統
に
新
し
い
の
を
照
合

す
れ
ば
よ
い
。
そ
の
と
き
注
意
す

べ
き

こ
と
は
、
例
え
ば
項
目
は
大
橋
本
と
同

じ
で
も
注
釈
本
文
は
異
な
る
場
合
で
あ
る
。
そ
の

一
例
と
し
て
、
複
製
の
解
題

で
は
大
橋
本
系
と
さ
れ
た
が

（注
６
）
、
そ
の
後
、
大
島
本
系
に
近
い
と
見
な

さ
れ
た

（
注
７
）
中
山
本

「
奥
入
」
の
柏
木
の
巻
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

ま
ず

こ
の
巻
の
項
目
だ
け
を
系
統
別
に
み
る
と
、
大
島
本
系
は
二
項
目
、
大

橋
本
と
別
本
系
は
十
項
目
、
異
本
系
は
十
二
項
目
で
あ
る
。
中
山
本
は
十
項
目

岩

坪

で
あ
る
の
で
、
大
橋
本
系
か
別
本
系
で
あ
る
と
い
え
る
。
次
に
本
文
の
異
同
を

み
る
と
、
両
系
統
は
白
氏
文
集
の
解
説
を
記
し
た
項
目
で
大
き
く
対
立
す
る
が

（注
８
）
、
中
山
本
は
別
本
系
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
の
で
、
そ
の
系
統
で
あ
る

と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
項
目
の
数
や
種
類
だ
け
で
な
く
、
注
釈
本
文
の
異
同
も
考
慮
に

い
れ
な

い
と
、
新
出
の

「
奥
入
」
が
ど
の
系
統
で
あ
る
か
正
し
く
判
断
で
き
な

い
が
、
そ
の
手
が
か
り
を
指
摘
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
他

の
系
統
に
よ
る
項
目
の
追
加

・
注
釈
の
補
足

・
本
文
の
改
訂
な
ど
が
著
し

い
大

橋
本
系
を
中
心
に
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
と
言
う
の
は
、
こ
の
よ
う
に
他
系
統

の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
と
り
わ
け
大
橋
本
の
本
文
に
似
て
い
な
が
ら
系
統
を

異
に
す
る
箇
所
は
、
新
出
の

「
奥
入
」
を
分
類
す
る
上
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
主
旨
に
従
い
、
次
の
よ
う

に
論
を
進
め
る
。
ま
ず
本
稿
で
用
い
る
大

橋
本
系
の
諸
本
を
説
明
し

［
第

一
節
］
、
そ
れ
ら
に
追
加
さ
れ
た
項
目
は
ど
の

系
統
に
よ
る
か
を
押
さ
え
て
か
ら

［
第
二

・
三
節
］
、
本
稿
の
主
眼
で
あ
る
大

橋
本
系
の
本
文
異
同
を
取
り
上
げ
、
系
統
の
違

い
を
考
察
す
る

［
第
四

・
五

・

六
節
］
。

健
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一
　

大
橋
本
系
統
の
諸
本

大
橋
本
系
統
の
原
本
で
あ
る
大
橋
本
は
、
三
度
に
わ
た
り
忠
実
に
臨
模
さ
れ

て
い
る
。
ま
ず
定
家
が
没
し
て
か
ら
約
六
十
年
後
に
Ｅ
司
兼
冬
が
臨
写
し
た

一

本
、
次
い
で
近
世
に
二
度
写
さ
れ
た
東
山
御
文
庫
所
蔵
の
二
本
で
あ
る
。

臨
模
本
以
外
で
こ
の
系
統
と
認
め
ら
れ
る
の
は
次
の
五
本
で
、
い
ず
れ
も
大

橋
本
と
同
じ
定
家
の
奥
書
が
あ
る
。

・
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
本

（
尊
経
閣
本
と
略
称
す
る
）

次
の
議
語
に
よ
る
と
、
中
院
通
村
は
称
名
院

（
三
条
西
公
条
）
の

真
跡
と
鑑
定
し
て
い
る
。

「
此

一
冊
者
称
名
院
右
禅
府
真
跡
／
尤
可
為
証
本
者
也
／
正
二

位
水
原
通
村

（
朱
印
）
」

。
阪
本
龍
門
文
庫
所
蔵
本

〈
鳥
丸
本
と
略
称
す
る
）

「
籠
門
文
庫
善
本
書
目
」
に
は

「
鳥
丸
光
広
書
写
本
。
　
⌒中
略
）

光
広
の
署
名
は
な
い
が
、
そ
の
筆
跡
は
疑
間
の
余
地
が
な
い
と
思
ふ
。

」
と
あ
る
。
尊
経
閣
本
に
極
め
て
近

い
が
親
子
関
係
で
は
な

い
。

。
東
海
大
学
桃
園
文
庫
所
蔵

一
本

〈桃
日
本
と
略
称
す
る
）

・
書
陵
部
所
蔵
本

（
書
陵
部
本
と
略
称
す
る
）

「
図
書
寮
典
籍
解
題

〈
文
学
籠
）
」
に
よ
る
と
江
戸
初
期
の
書
写

で
、
外
題
は
霊
元
天
皇
筆
、
巻
末
に
は

「
本
云
」
に
続
き
定
家
の
奥

書
が
あ
り
、
さ
ら
に
次
の
議
語
が
あ
る
。

「
同
本
云
　
応
永
四
年
八
月
上
旬
以
彼
自
筆
之
本
／
書
写
同
校

合
畢
」

。
群
書
類
従
本

（
版
本
を
用
い
る
）

定
家
の
奥
書
は

「
非
人
桑
門
明
静
」
で
終
わ
り
、
横
に

「
秋
南
光

雄
」
と
あ
る
が
、
そ
の
人
物
名
は
不
明
。

以
上
、
臨
模
本
三
本
と
転
写
本
五
本
を
大
橋
本
系
統
と
し
て
取
り
上
げ
る
。

さ
て
現
在
の
大
橋
本
と
そ
の
系
統
の
諸
本
は
、
す

べ
て
単
独
の
冊
子
本
で
あ

る
。
し
か
し
大
橋
本
の
原
形
は
、
そ
の
奥
書
の

一
節

「
毎
巻
奥
所
注
付
僻
案
切

出
為
別
紙
」
で
説
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
元
は
各
帖
の
奥
に
入

っ
て
い
た
の

で
、
定
家
は

一
冊
に
ま
と
め
て
か
ら
も
そ
の
表
紙
に

「
奥
入
」
と
記
し
た
の
で

あ
る
。
そ
の
際
、

「
奥
入
」
と
同
じ
丁
に
書
か
れ
た
物
語
の
末
尾
本
文
は

一
緒

に
切
り
出
さ
れ
た
が
、
臨
模
本
は
そ
れ
も
写
さ
れ
て
い
る
の
で
現
在
の
大
橋
本

の
系
統
で
あ
る
。　
一
方
、
転
写
本
に
そ
の
物
語
本
文
が
全
く
な

い
の
は
、

「
奥

入
」
が
ま
だ
帖
末
に
あ

っ
た
時
に
書
写
し
て

一
冊
に
ま
と
め
た
か
ら
か
も
し
れ

な
い
。
但
し
転
写
本
に
も
、
切
り
出
し
て
別
冊
に
し
た
時
に
書
か
れ
た
大
橋
本

の
奥
書
が
あ
る
が
、
奥
書
は
他
の
系
統
に
も
追
加
で
き
る
の
で

（
注
９
）
、
そ

の
有
無
に
よ

っ
て
系
統
を
判
別
す
る
の
は
危
険
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
決
め

手
に
な
る
証
拠
を
二
例
紹
介
す
る
。

ま
ず

一
つ
は
錯
簡
で
あ
る
。
現
在
の
大
橋
本
は
粘
葉
装
の
よ
う
に
欄
付
け
さ

れ
て
い
る
が
、
元
は
Ｅ
司
兼
冬
が
臨
模
し
た
本
と
同
じ
で
、
料
紙
の
右
端
に
継

ぎ
足
し
た
別
の
紙
に
穴
を
空
け
紐
で
綴
し
て
い
た
、
と
池
田
亀
鑑
氏
は
推
定
さ

れ
た

（
注
１０
）
。
紐
綴
じ
の
場
合
、
料
紙
が
綴
じ
紐
か
ら
離
れ
別
の
箇
所
に
紛

れ
込
む
と
錯
簡
が
起
こ
る
が
、
現
在
の
大
橋
本
は
夕
霧
の
巻
に
早
蕨
の
巻
が

一

丁
混
入
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
乱
丁
は
こ
の
系
統
の
全
写
本
に
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
他
の
巻
に
紛
れ
る
の
は
、
切
り
出
し
て
ま
と
め
て
か
ら
起

こ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
転
写
本
も
臨
模
本
と
同
じ
別
冊
の
系
統
で
あ
る
。

も
う

一
つ
の
証
拠
は
、
注
釈
の
配
列
が
帖
末
を
切
り
出
す
前
と
後
で
は
異
な

る
、
と
推
定
で
き
る
匂
官
の
巻
に
あ
る
。
現
在
の
大
橋
本
の
配
列
を
示
す
と
、
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（
注
Ｈ
）

九
四
丁
表
　
巻
名

（
切
り
出
し
た
後
の
補
筆
）
と
巻
の
別
名

九
四
丁
裏
　
引
歌
三
首

九
五
丁
表
　
白
紙

九
五
丁
裏

　

一
行
日
に

「
伊
行
」
と
あ
り
、
二
行
日
以
下
は
漢
文
の
動
物

が
二
項
目
あ
る
。

九
六
丁
表
　
有
職
故
実
の
記
録
。
左
端
に
別
紙

（
多
久
行
の
説
あ
り
）
を

糸
で
綴
じ
る
。

九
六
丁
裏
　
白
紙

で
あ
る
が
、
伊
行
著

「
源
氏
釈
」

（
前
田
家
本
）
は
九
五
丁
裏
の
漢
文
の
あ
と

に
九
四
丁
裏
の
引
歌
が
あ
り
、
こ
の
方
が
本
文
順
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
乱
れ
た

の
か
。
そ
れ
は
山
脇
毅
氏
が
、

「
定
家
が
奥
入
を
切
出
し
た
時
に
、
こ
こ
に
綴

ぢ
誤
り
を
起
し
」

（
「
源
氏
物
語
の
文
献
学
的
研
究
ヽ
二
五
四
頁
）
と
指
摘
さ

れ
た
よ
う
に
、
も
と
は
前
田
家
本

「
源
氏
釈
」
と
同
じ
配
列
で
あ

っ
た
の
を
綴

じ
変
え
た
か
ら
、
と
考
え
ら
れ
る
。
影
印

（
日
本
古
典
文
学
影
印
菫
刊
）
を
見

る
と
、
九
四
丁
裏
の

一
行
日
は
右
半
分
が
損
傷
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
切
り
出

し
た
時
の
破
損
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
九
四
丁
目
は
表
裏
を
逆
に
し
て
綴
し
た
こ

と
に
な
る
。
そ
こ
で
切
り
出
す
前
の
料
紙
の
順
序
を
復
元
す
る
と
、

九
五
丁
表

・
裏
、
九
四
丁
裏

・
表
、
九
六
丁
表

・
裏

と
な
る
。
定
家
は
、
元
の
九
四
丁
目
と
九
五
丁
目
を
逆
に
置
き
、
更
に
九
四
丁

目
は
切
れ
目
を
外
側
に
し
て
綴
し
た
の
で
あ
る
。
切
れ
目
を
外
に
出
し
た
の
は

う

っ
か
り
綴
じ
誤

っ
た
の
で
は
な
く
、
巻
の
別
名
を
記
し
た
九
四
丁
表
を
最
初

に
置
き
、
そ
の
右
横
に
巻
名
を
書
く
た
め
、
故
意
に
綴
じ
る
順
序
を
変
え
た
の

で
あ
ろ
う
。

こ
の
巻
の
配
列
は
、
臨
模
本
も
転
写
本
も
す

べ
て
同
じ
で
あ
る
の
で
、
ど
の

写
本
も
切
り
出
し
て
別
冊
に
ま
と
め
た
系
統
で
あ
る
。
転
写
本
に
物
語
の
末
尾

本
文
が
な

い
の
は
、
書
写
さ
れ
な
か

っ
た
だ
け
で
あ
る
と
い
え
る
。

一
一　
項
目
の
追
加
　
―
書
陵
部
本
―

大
橋
本
系
統
の
諸
本
は
、
す

べ
て

一
つ
の
親
本
か
ら
派
生
し
た
こ
と
が
前
節

で
証
明
さ
れ
た
の
で
、
親
本
に
存
在
せ
ず
転
写
本
に
あ
る
項
目
は
後
世
に
追
加

さ
れ
た
、
と
見
な
せ
る
。
追
加
項
目
は
転
写
本
の
う
ち
、
書
陵
部
本
と
群
書
類

従
本
に
見
ら
れ
、
尊
経
関
本

・
鳥
丸
本

・
桃
日
本
に
は
異
同
は
な

い
。
本
節
で

は
書
陵
部
本
、
次
節
で
は
群
書
類
従
本
の
追
加
が
何
か
ら
引
用
さ
れ
た
か
を
間

題
に
す
る
。

書
陵
部
本
に
は
、
大
橋
本
に
な
い
注
釈
が
和
歌
ば
か
り
四
首
あ
り
、
各
々
の

巻
に
お
い
て
本
文
順
に
置
か
れ
て
い
る
。
以
下
そ
れ
ら
を
列
挙
す
る
が
、
異
本

系

「
奥
入
」
に
は
こ
の
四
首
は
全
く
な
い
。

Ａ
　
玉
塁
の
巻
に
追
加
さ
れ
た

一
首
は
、
大
橋
本
と
別
本
系
で
は
物
語
本
文

が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
だ
け
で
、
引
歌
が
不
明
だ

っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
和
歌
は

「
異
本
紫
明
抄
」
所
収
の

「
定
家
釈
」
と

「
奥
」
に
あ
る
。

Ｂ
　
東
屋
の
巻
の

一
首
も
、
大
橋
本
に
は
物
語
本
文
し
か
な
い
。
こ
の
引
歌

は

「
異
本
紫
明
抄
」
の

「
奥
」
、
及
び
群
書
類
従
本
と
別
本
系
に
あ
る
。

Ｃ
　
真
木
柱
の
巻
の
二
首
は
Ａ

・
Ｂ
と
異
な
り
、
大
橋
本
に
は
物
語
本
文
さ

え
引
か
れ
て
い
な
い
。
二
首
と
も
別
本
系
と

、
異
本
紫
明
抄
」

（出
典
表

記
は

一
首
目
に
は
な
く
、
二
首
日
は

「
勘
文
」
）
に
あ
る
。
群
書
類
従
本

に
は

一
首
日
は
あ
る
が
、
二
首
目
は
な

い
。

こ
の
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ
は
何
か
ら
追
加
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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。
　

別

本

系

の
真

木

柱

の
巻

は

、
大

橋

本

の
注

釈

に
Ｃ

の

二
首

が

あ

る

だ

け

な

の

で

、

Ｃ

は

そ

の
系

統

か

ら

追

加

さ

れ

た

と

考

え

ら

れ

る

。

・
　

別

本

系

の
東

屋

の
巻

は

Ｂ
以

外

に

、
大

橋

本

に

は
引

用

本

文

も

な

い
引

歌

が

四
首

も

あ

り

、

も

し

Ｂ

が

そ

の
系

統

に
拠

っ
た

の

で
あ

れ

ば

、

引

用

本

文

が

な

く

て
も

Ｃ

の

よ

う

に
追

加

し

た

で
あ

ろ

う

。
　
一
方

こ

の
巻

の

「

奥

」

（
「
異

本

紫

明

抄

』
所

収

）

の
注

釈

で

、

大

橋

本

に
な

い

の

は

Ｂ

の

一
首

だ

け

で
あ

る

の

で

、

Ｂ

は

「
奥

」

系

統

の

「
奥

入

」

に
拠

る

と

い
え

■
Ｔ
つ
。

・
　

Ａ

は

「
異

本

紫

明

抄

」
所

収

の

「
定

家

釈

」

。

「
奥

」

の
系

統

か

ら

引

用

し

た

の

で
あ

ろ

う

。

以

上

よ

り

、

Ａ

・
Ｂ

は
現

存

し

な

い

「
奥

入

」

、

Ｃ

は
別

本

系

に
拠

る

と

推

定

さ

れ

る

が

、

Ｃ

以

外

に
も

別

本

系

独

自

の
注

釈

が

あ

る

の

に

、

な

ぜ

書

陵

部

本

は

Ｃ

の

二
首

だ

け

選

ん
だ

の

で
あ

ろ

う

か

。

そ

の
理

由

を

次

に
考

え

る

。

別

本

系

は

現

在

、
単

独

の

冊

子

本

の

ほ

か

帖

末

の
注

記

に
伝

わ

っ
て

い
る

。

例

え

ば

天

理

図

書

館

所

蔵

・
室

町

時

代

末

期

写

の

源

氏

物

語

二
十

二

冊

の
う

ち

、

八

冊

に

「
奥

入

」

が

あ

り

、

そ

の
う

ち

六

冊

は

大

島

本

系

、　
一
冊

は

大

橋

本

系

、

一
冊

は

別

本

系

で
あ

る

。

書

陵

部

本

に
用

い
ら

れ

た

別

本

系

も

別

冊

で

は

な

く

帖

末

に
あ

り

全

帖

揃

っ
て

い
ず

、
真

木

柱

の
巻

以

外

は
大

橋

本

系

の
巻

し

か

な

か

っ
た

の

で

、

Ｃ
し

か

追

加

さ

れ

な

か

っ
た

、

と

考

え

ら

れ

る

。
ま

た

Ａ

・
Ｂ

を

含

む

と

想

定

し

た

「
奥

入

」

か

ら

も

二
首

し

か

引

用

し

て

い
な

い
が

、

そ

れ

は
大

橋

本

に
極

め

て
近

か

っ
た

か

ら

、
或

は
帖

末

に
あ

り

全

巻

揃

っ
て

い
ず

、

Ａ

・
Ｂ

の
巻

以

外

は
大

橋

本

系

で
あ

っ
た

か

ら

で
あ

ろ

う

。

以

上

に
よ

り

、
書

陵

部

本

の
追

加

項

目

（
四
首

）

は
帖

末

の
別

本

系

と

現

存

し

な

い

「
奥

入

」

か

ら

引

用

さ

れ

た

、

と

ま

と

め

ら

れ

る

。

〓
一
項
目
の
追
加

　

―

群
書
類
従
本
―

大
橋
本
に
な
く
群
書
類
従
本
に
あ
る
項
目
は
、
次
の
五
巻
に
見
ら
れ
る
。

（
一
）

蛍
の
巻

大
橋
本
と
そ
の
臨
模
本
に
は
蛍
の
巻
と
簿
火
の
巻
が
な

い
た
め
、
こ
の
二
巻

が
本
来
あ

っ
た
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
群
書
類
従
本
に
は
蛍
の
巻
だ
け
あ

る
。

「
源
氏
釈
」
と
異
本
系

「
奥
入
」
に
は
両
巻
と
も
あ
る
の
で
、
も
し
そ
れ

ら
か
ら
引
用
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
彗
火
の
巻
も
補

っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対

し
て
別
本
系

「
奥
入
」
に
は
、
群
書
類
従
本
と
同
じ
蛍
の
巻
が
あ
り
、
鋳
火
の

巻
は
な
い
の
で
、
そ
れ
に
拠

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
　

花
宴
の
巻

大
橋
本
で
は
物
語
本
文
も
引
か
れ
て
い
な
い
注
釈
が

一
項
目
追
加
さ
れ
、
本

文
順
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
大
島
本
系

・
別
本
系

・
異
本
系
に
あ
る
。

こ
の
巻
の
大
島
本
系

・
別
本
系
で
大
橋
本
に
な
い
注
釈
は
こ
れ
だ
け
だ
が
、
異

本
系
に
は
そ
れ
以
外
に
五
項
目
も
あ
る
。
従

っ
て
、
異
本
系
か
ら
大
橋
本
に
な

い
六
項
目
の
う
ち
、
こ
の

一
項
目
だ
け
追
加
し
た
と
考
え
る
よ
り
も
、
大
島
本

系
か
別
本
系
に
拠

っ
た
と
み
る
方
が
自
然
で
あ
る
。

（
三
）

東
屋
の
巻

大
橋
本
に
な
く
書
陵
部
本
に
あ
る
引
歌

一
首
が
、
群
書
類
従
本
に
も
あ
る
。

書
陵
部
本
と
同
様
、
現
存
し
な
い

「
奥
入
」
か
ら
追
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

〈
四
）

真
木
柱
の
巻

大
橋
本
に
な
く
書
陵
部
本
に
あ
る
引
歌
二
首
の
う
ち
、　
一
首
だ
け
群
書
類
従

本
に
あ
る
。
書
陵
部
本
と
同
じ
く
別
本
系
か
ら
二
首
追
加
し
た
が
、
転
写
さ
れ

る
間
に

一
首
は
脱
落
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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（
五
）

宿
木
の
巻

大
橋
本
に
も
異
本
系
に
も
な
い
三
項
目

〔
屯
食

・
碁
手
銭

・
粉
熟
の
説
明
〕

が
、
次
の
よ
う
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。

漢
詩
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
六
六
頁

一
二
行
め
の
注
釈
）

（注
１２
）

。
屯
食
の
説
明

　
　
　
　

〈
一
七
七

一
頁
六
行
め
）

。
碁
手
銭
の
説
明

　

　

　

（
一
七
七

一
頁
六
行
め
）

・
扮
熟
の
説
明

　
　

　
　

（
一
七
七

一
頁
十
行
め
、　
一
七
七
八
頁
二
行
め
に

も
あ
り
）

物
語
本
文
の
引
用

　

　

（
一
七
六
六
頁

一
三
行
め
）

「
伊
勢
海
　
見
上
」
　

（
一
七
六
七
頁

一
一
行
め
）

引
歌

一
首
　
　
　
　
　
（
一
七
七
六
頁

一
三
行
め
）

こ
の
三
項
目
は
別
本
系
の
巻
末
に
も
連
続
し
て
あ
り
、
説
明
の
本
文
ま
で
同
じ

で
あ
る
。

「
異
本
紫
明
抄
」
に
も
あ
る
が
、
別
本
系
よ
り
説
明
が
簡
単
で
出
所

は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

今
ま
で
み
て
き
た
追
加
項
目
は
、
す

べ
て
本
文
順
に
置
か
れ
て
い
る
。

一
方

こ
の
巻
の
配
列
は
、
大
橋
本
も
郡
書
類
従
本
も
大
体
本
文
順
で
あ
る
の
に
、
な

ぜ
こ
の
三
項
目
だ
け
そ
う
で
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
直
前
を
見
る
と
、
郡

書
類
従
本
も
別
本
系
も
同
じ
注
釈

（漢
詩
）
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
別
本
系

か
ら
引
用
し
た
際
、
同
じ
箇
所
に
置

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
別
本
系
に
は

こ
の
三
項
目
の
ほ
か
、
大
橋
本
に
な
い
引
歌
が
三
首
も
あ
り
、
前
の

（
四
）
の

よ
う
に
脱
落
し
た
と
み
な
す
に
は
多
す
ぎ
る
が
、　
一
応
そ
れ
か
ら
の
追
加
と
み

て
お
く
。

以
上
よ
り
、
　
會
こ

以
外
は
別
本
系
か
ら
、
　
３
こ

は
現
存
し
な
い

「
奥
入

」
か
ら
引
用
さ
れ
た
と
い
え
る
。
但
し

（
二
）
は
大
島
本
系
か
ら
と
も
考
え
ら

れ
る
。

前
節
と
本
節
を
ま
と
め
る
と
、
書
陵
部
本

・
群
書
類
従
本
の
追
加
項
目
は
、

系
統
不
明
の

「
奥
入
」
か
ら

一
、
二
首
引
用
さ
れ
た
ほ
か
は
、
別
本
系
に
拠
る

と
推
定
さ
れ
る
。
大
島
本
系
の
影
響
は
、
そ
の
独
自
項
目
が
な
い
た
め
決
定
で

き
な
い
。
次
節
か
ら
は
、
他
系
統
に
よ

っ
て
本
文
を
改
め
た
例
を
問
題
に
し
、

「
奥
入
」
の
系
統
分
類
の
手
掛
り
を
提
示
す
る
。

四
　
本
文
の
改
訂
　
―
桐
壺
の
巻
―

大
橋
本
系
統
の
う
ち
、
尊
経
閣
本

。
鳥
丸
本

・
桃
日
本

・
書
陵
部
本
の
桐
壼

の
巻
は
、
大
橋
本
と
同
じ
で
あ
る
。
群
書
類
従
本
も
項
目
の
配
列
は
同
じ
で
あ

る
が
、
注
釈
の
本
文
を
異
に
す
る
例
が
三
つ
あ
る
。

例

〈
大
橋
本
）

（
明
融
本

・
三
七
丁
表
の

一

行
日
）

両
者
と
も
長
恨
歌
の

一
節
で
、
大
橋
本
の
す
ぐ
後
に
明
融
本
が
続
く
。
両
者
は

異
な
る
が
、
こ
の
項
目
は
源
氏
物
語
の
次
の

一
節

大
液
芙
蓉
未
央
柳
も
け
に
か
よ
ひ
た
り
し
か
た
ち
を

（
「
源
氏
物
語
大

成
」
の
底
本
）

の
注
釈
で
あ
る
の
で
、
大
橋
本
の
二
句
め
は
必
要
で
あ
る
。
明
融
本
の
三
六
丁

目
は
三
ミ
リ
ほ
ど
残
し
て
切
り
取
ら
れ
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
そ
こ
に
大
橋

本
の
二
句
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
他
の
系
統
を
み
る
と
、
異
本
系
は
大
橋
本

と
同
じ
、
別
本
系
は
本
来
の
明
融
本
と
同
じ
四
句
で
旬
の
順
序
も
同
じ
で
あ
る

長
恨
歌

帰
来
池
苑
皆
依
旧
　
大
液
芙
蓉
未
央
柳

対
此
如
何
　
　
　
　
芙
蓉
似
面
柳
如
眉
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が
、

「
似
」
で
は
な
く

「
如
」
で
あ
る

（注
１３
）
０

一
方
、
群
書
類
従
本
の
注

釈
は

帰
来
池
苑
皆
依
旧
　
大
液
芙
蓉
未
央
柳

芙
蓉
如
面
柳
如
眉
　
対
此
如
何
不
涙
垂

で
、

「
定
家
釈
」

（
「
異
本
紫
明
抄
」
所
収
）
と

一
致
す
る
が
、
明
融
本
と
は

「
似
」
と

「
如
」
、
そ
し
て
句
の
順
序
を
異
に
す
る

（
注
１４
）
０

例
二
　

「
延
長
七
年
二
月
十
六
日
営
代
源
氏
二
人
元
服
」
の
記
録

「
先
是
」
の
二
文
字
が
、
大
橋
本

・
尊
経
閣
本

・
鳥
九
本

・
書
陵
部
本

〈
以

上
の
四
本
を
ま
と
め
て
甲
群
と
す
る
）
に
な
く
、
群
書
類
従
本

。
明
融
本

・
別

本
系

・
異
本
系

。
「
定
家
釈
」

（以
上
を
乙
群
と
す
る
）
に
あ
る
。
こ
の
二
文

字
は
こ
の
餞
所
に
し
か
な

い
の
で
、
日
移
り
の
可
能
性
は
な
い
。
こ
れ
は
大
橋

本
が
書
き
落
と
し
た
の
で
大
島
本
系
で
補

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
甲
群
と

乙
群
を
区
別
す
る
根
拠
に
な
る
。

例
三
　

「
屯
食
事

天
慶
三
年
親
王
元
服
日
」

（
大
橋
本
の
本
文
）
の
記
録

甲
群
の
見
出
し
は
右
記
の
通
り
で
あ
る
が
、
乙
群
は
大
橋
本
と
逆
で

「
天
慶

三
年
親
王
元
服
日
屯
食
事
」
で
あ
る
。
ま
た

「
列
立
」
の
二
字
が
甲
群
に
な
く

乙
群
に
あ
る
が
、
こ
れ
も
例
二
の

「
先
是
」
と
同
じ
く

一
”
し
か
な

い
の
で
、

日
移
り
で
は
な
い
。
こ
の

「
列
立
」
の
直
前
に
あ
る

一
節

「
左
馬
寮
五
具
御
監

仰
儲
之
」

（大
橋
本
）
が
明
融
本
に
だ
け
な

い
が
、
脱
落
し
た
の
か
も
し
れ
な

い
。以

上
の
三
例
を
ま
と
め
る
と
、
群
書
類
従
本
の
例
二

・
三
は
明
融
本

・
別
本

系

〈
注
１５
）

・
異
本
系

。
「
定
家
釈
」
と
同
じ
で
あ
る
が
、
勇

一
は
明
融
本

・

別
本
系
と
異
な
り

「
定
家
釈
」
と

一
致
す
る
の
で
、
三
例
と
も

「
定
家
釈
」
の

系
綺
に
拠

っ
て
本
文
を
改
訂
し
た
と
い
え
よ
う
。

念
の
た
め
、
こ
の
巻
の
他
の
項
目
を
み
る
と
、
明
融
本

・
別
本
系
に
は
大
橋

本
に
な
い
引
歌
が

一
首
あ
る
し
、
別
本
系

・
異
本
系
に
は
大
橋
本
と
同
じ
巻
名

の
説
明
の
あ
と

「
桐
壺

ハ
正
説
也
壺
前
栽

ハ
異
説
也
」
が
補
足
さ
れ
て
い
る

（

注
１６
）
０
も
し
群
書
類
従
本
の
改
訂
本
文
が
そ
れ
ら
に
基
づ
く
の
で
あ
れ
ば
、

大
橋
本
に
な

い
引
歌
や
説
明
も
追
加
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
、

「
定
家

釈
」
に
は
先
の
三
例
以
外
に
独
自
の
注
釈
は
な
い
の
で
、
や
は
り
こ
の
系
統
に

拠
る
と
い
え
る
。

五
　
本
文
の
改
訂
　
―
初
音
の
巻
―

初
音
の
巻
の
群
書
類
従
本
は
大
橋
本
と
同
じ
に
見
え
る
が
、
次
に
挙
げ
る

一

例
は
注
釈
の
本
文
が
異
な
る
。
こ
の
巻
に
は
男
踏
歌
が
描
か
れ
、
そ
の
注
釈
と

し
て

「
新
儀
式
」
か
ら
引
か
れ
た

「
踏
歌
儀
」
の
記
録
は
、
大
橋
本
系

。
大
島

本

・
別
本
系

・
異
本
系
の
ほ
か
、

「
定
家
釈
」
と

「
奥
入
」

（
と
も
に

「
異
本

紫
明
抄
」
所
収
）
に
も
あ
る
。

大
橋
本
は
、
こ
の
注
釈
本
文
の
上
に
横
書
き
で
十
二
字
追
加
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
本
文
中
の
朱
点
の
所
に
補
入
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
十
三
字
は
尊

経
閣
本

・
鳥
丸
本

・
桃
日
本

・
群
書
類
従
本
で
は
そ
の
朱
点
の
位
置
に
あ
り
、

大
島
本
と
別
本
系
は
別
の
箇
所
に
あ
る
。
書
陵
部
本
は
そ
の
朱
点
の
箇
所
と
最

後
に
あ
り
重
複
す
る
が
、

「
定
家
釈
」
は
最
後
に
だ
け
あ
る
。
異
本
系
と

「
奥

入
」

（
「
異
本
紫
明
抄
」
所
収
）
に
は
全
く
な
い
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
次

の
通
り
に
な
る
。

・
　

尊
経
閣
本

・
鳥
丸
本

・
桃
日
本

・
群
書
類
従
本
は
正
し
く
補
入

。
　

大
島
本
系

・
別
本
系
は
誤

っ
て
補
入
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。
　

「
定
家
釈
」
は
最
後
に
追
加

・
　

書
陵
部
本
は
二
箇
所
に
あ
る
。
最
初
は
正
し
い
位
置
に
あ
る

一
つ
め
し

か
な
か

っ
た
が
、
そ
の
後

「
定
家
釈
」
の
よ
う
に
末
尾
に
あ
る
の
を
見
て
、

二
つ
め
を
追
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

・
　

異
本
系
と

「
奥
入
」

（
「
異
本
紫
明
抄
」
所
収
）
は
脱
落
し
た
の
で
あ

ス
イ
つ
。

次
に
本
文
を
比
較
す
る
と
、
誤
写

・
脱
落
の
他
、
諸
本
が
そ
れ
ぞ
れ
大
橋
本

に
補
足
や
訂
正
を
加
え
て
い
る
が
、
大
橋
本
と
大
島
本
で
大
き
く
異
な
る
の
は

次
の
三
箇
所
で
あ
る
。

。

（
ナ
シ
）

［
大
橋
本
］
―

「
着
」

［
大
島
本
］

。

「
小
板
敷
東
」
　
　

　

―

「
壁
下
南
西
」

。

（
ナ
シ
）
　
　
　
　
　
―

「
敷
畳
」

「
着
」
と

「
敷
畳
」
は
大
橋
本
が
書
き
落
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

「
壁

下
南
西
」
は

「
小
板
敷
東
」
の
誤
写
と
は
考
え
が
た
い
の
で
、
本
文
を
改
訂
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
三
例
に
基
づ
き
諸
本
を
分
類
す
る
と
、

ｏ
大
橋
本
系
―
尊
経
閣
本

・
鳥
丸
本

・
桃
日
本

・
書
陵
部
本
、

「
定
家
釈
」

。
「
奥
入
」

（
「
異
本
紫
明
抄
」
所
収
）

ｏ
大
島
本
系
―
群
書
類
従
本

・
別
本
系

・
異
本
系

の
二
つ
に
分
か
れ
る
。

さ
て
群
書
類
従
本
は
、
何
に
よ

っ
て
大
橋
本
の
本
文
を
改
訂
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
ま
ず
異
本
系
で
あ
る
が
、
こ
の
巻
に
は
大
橋
本
系
に
な

い
注
釈
が
三
項

目
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
拠

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
。
す
る
と
大
島
本
系
か
別
本

系
で
あ
る
が
、
こ
の
巻
の
大
島
本
系
の
注
釈
は

（
注
１７
）
す

べ
て
別
本
系
に
も

あ
る
の
で

一
方
に
決
め
ら
れ
な
い
が
、
大
橋
本
の
横
書
き
十
三
字
の
位
置
は
ど

ち
ら
と
も
異
な
る
。
つ
ま
り
本
文
の
改
訂
は
し
て
い
る
が
、
移
し
換
え
は
し
て

い
な

い
。
書
陵
部
本
は
末
尾
に
追
加
し
て
重
複
し
た
が
、
群
書
類
従
本
は
元
の

位
置
で
よ
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の

「
踏
歌
儀
」
の
注
釈
は
、
ど
の
諸
本
も
初
音
の
巻
に
し
か
な
い
。
こ
れ

と
は
別
の
注
釈
で
、

「
踏
歌
曲
」
に
関
し
て
定
家
が
多
久
行
に
尋
ね
た
説
は
、

大
橋
本

（貼
紙
）
と
群
書
類
従
従
本
は
竹
河
の
巻
、
大
島
本
系
と
別
本
系
は
初

音
の
巻
に
あ
る
。
群
書
類
従
本
の

「
踏
歌
儀
」
の
本
文
が
大
島
本
系

・
別
本
系

の
い
ず
れ
に
拠
る
に
せ
よ
、

「
踏
歌
由
」
の
注
釈
は
移
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は

既
に
竹
河
の
巻
に
あ
る
の
で
、
重
複
す
る
と
考
え
元
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
の

で
あ
ろ
う

（
注
１８
）
０

以
上
よ
り
、
本
節
と
前
節
を
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
に
な
る
。

・
　

群
書
類
従
本
は
大
橋
本
系
の
本
文
を
、
桐
壺
の
巻
は

「
定
家
釈
」
系
に
よ

っ
て
、
初
音
の
巻
は
大
島
本
系
か
別
本
系
で
改
訂
し
て
い
る
。

。
　

書
陵
部
本
は
、
桐
壺
の
巻
も
初
音
の
巻
も
大
橋
本
系
で
あ
る
が
、
初
音
の

巻
は

「
定
家
釈
」
系
に
よ

っ
て
十
三
宇
だ
け
追
加
し
重
複
し
て
い
る
。

エハ
　
本
文
の
改
訂
　
―
催
馬
楽
―

い
ま
ま
で
問
題
に
し
た
大
橋
本
系
の
異
同
の
原
因
は
、
他
系
統
の
影
響
で
あ

る
と
見
な
せ
た
が
、
本
節
で
は

「
奥
入
」
以
外
に
拠
る
と
い
え
る
例
を

一
つ
取

り
上
げ
る
。

花
宴
の
巻
に
は
、
催
馬
楽
が
二
つ

（
「
貫
河
」

。

「
石
川
」
）
あ
り
、
段
致

は
共
に
大
橋
本
系

。
「
定
家
釈
」
が
二
段
ま
で
、
大
島
本
系

・
別
本
系

・
異
本

系
が
三
段
ま
で
あ
る
。
二
段
ま
で
の
本
文
の
異
同
に
よ

っ
て
諸
本
を
分
類
す
る
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と
、
次
の
三
種
類
に
分
か
れ
る
。

Ａ
　
大
橋
本

・
尊
経
閣
本

・
鳥
丸
本

・
桃
園
本

・
「
定
家
釈
」

Ｂ
　
大
島
本
系

・
別
本
系

Ｃ
　
書
陵
部
本

・
群
書
類
従
本

・
異
本
系

「
貫
河
」
の
本
文
異
同
は

「
ま
し
て
る
は
じ
　
　
し
か
さ
ら
は
　
」
Ｉ
Ａ

・
Ｂ

「
ま
し
て
る
は
し
も
　
し
か
し
あ
ら
は
」
Ｉ
Ｃ

で
、
前
者
は
催
馬
楽
の
鍋
島
家
本
、
後
者
は
梁
塵
愚
案
抄

・
楽
章
類
語
紗
補
関

集
と

一
致
す
る

（注
１９
）
０

「
石
川
」
の
異
同
は
、

「
は
な
た
の
お
ひ
の
な
か
は
た
え
た
る
」
　
　

Ｉ
Ａ

・
Ｃ

「
波
奈
多
の
於
比
の
奈
可
波
多
伊
礼
太
留
加
」
Ｉ
Ｂ

で
、
前
者
は
天
治
本

・
梁
塵
思
案
抄
、
後
者
は
鍋
島
家
本
の
異
説
と

一
致
す
る
。

以
上
を
図
式
化
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

。

「
貫
河
」
　

鍋
島
家
本
　
Ｉ
Ａ

・
Ｂ

梁
塵
愚
案
抄
Ｉ
Ｃ

。

「
石
川
」
　

鍋
島
家
本
　
Ｉ
Ｂ

梁
塵
思
案
抄
Ｉ
Ａ

・
Ｃ

書
陵
部
本

・
群
書
類
従
本
の
本
文
は
異
本
系
と
同
じ
で
あ
る
が
、
異
本
系
に

は
大
橋
本
系
に
な
い
項
目
が
五
項
目
も
あ
る
の
で
、
項
目
を
追
加
せ
ず
本
文
の

み
改
め
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
は
催
馬
楽
の
本
文
に

直
接
当
り
改
め
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
大
橋
本
は
二
つ
の
催
馬
楽
の
系
統
が

異
な
る
の
で
、
Ｂ

。
Ｃ
は
そ
れ
ぞ
れ
統

一
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

群
書
類
従
本
は
こ
の
巻
の
別
本
系
か
大
島
本
系
か
ら
大
橋
本
に
な

い
項
目
を

追
加
し
て
い
る

〔
第
二
節
の

〈
二
）
〕
が
、
催
馬
楽
の
本
文
は
い
ず
れ
と
も
異

な
る
。
こ
れ
は
項
目
の
追
加
と
催
馬
楽
の
本
文
改
訂
が
、
別
々
に
行
わ
れ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。

結
び

最
後
に
述

べ
た
よ
う
に
、
項
目
の
追
加
や
本
文
の
改
訂
な
ど
は

一
度
だ
け
で

は
な
く
、
時
期
を
異
に
し
て
幾
度
も
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
用
い
ら
れ

た
資
料
も

「
奥
入
」
の
ほ
か
、
催
馬
楽
の
テ
キ

ス
ト
な
ど
様
々
で
あ
る
。
今
後

新
た
に

「
奥
入
」
が
発
見
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
る
以
前
の

系
統
を
推
定
す
る
の
は
、
別
冊
よ
り
も
帖
末
に
あ

っ
て
全
巻
揃

っ
て
い
な
い
方

が
難
し
く
、
些
細
な
異
同
も
見
逃
せ
な
い
。
本
稿
は
系
統
を
分
類
す
る
際
、
注

意
す

べ
き
例
を
い
く

つ
か
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
系
統
立
て
に
役
立
て
ば
幸

い
で
あ
る
。注

（
１
）

「
源
氏
物
語
の
諸
本
分
類
の
基
準
」

国
語
と
国
文
学
　
昭
和
五
五
年

・
四
月

⌒
２
）
こ
の
系
統
の
原
本
で
あ
る
定
家
等
筆
本
は
現
在
、
大
橋
寛
治
氏
所
蔵
で

あ
る
。
従
来

こ
の
原
本
を
定
家
自
筆
本
、
そ
の
系
統
を
自
筆
本
系
と
称
し

た
が
、

「
自
筆
本
」
と
い
う
名
称
に
は
こ
の
原
本
の
ほ
か
、
定
家
が
自
ら

書
写
し
た
本

〈
い
わ
ゆ
る
定
家
本
）
と
い
う
意
味
も
あ
り
紛
ら
わ
し
い
の

で
、
原
本
を
現
在
の
所
蔵
者
に
ち
な
み
大
橋
本
、
そ
の
系
統
を
大
橋
本
系
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統
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

（
３
）
大
島
本
系
は
、
伝
定
家
筆
本
四
帖

・
伝
明
融
筆
臨
模
本
九
帖

（明
融
本

と
略
称
す
る
）

・
飛
鳥
井
雅
康
筆
大
島
家
旧
蔵
本
五
十

一
帖

（大
島
本
と

略
称
す
る
）
の
帖
末
に
あ
る
。

（
４
）
別
本
系
は
、
高
松
松
平
文
庫
本

。
北
海
道
大
学
本

。
九
州
大
学
細
川
文

庫
本

・
内
閣
文
庫
本

・
中
央
大
学
本

・
神
宮
文
庫
本

・
岡
山
大
学
池
田
家

文
庫
所
蔵
土
肥
秘
函
旧
蔵
本

・
京
都
大
学
本

〔
以
上
の
八
本
を
Ａ
群
と
す

る
）
と
、
東
海
大
学
桃
園
文
庫
所
蔵
八
雲
軒
本

・
籠
門
文
庫
所
蔵
田
村
宗

永
旧
蔵
本

・
島
原
松
平
文
庫
本

・
岡
山
大
学
池
田
家
文
庫
所
蔵

一
本

（外

題

「
為
家
集
」
）

〔
以
上
の
四
本
を
Ｂ
群
と
す
る
〕
に
分
か
れ
る
。
こ
れ

は
Ｂ
群
が
他
の
系
統
の
影
響
を
受
け
た
た
め
で
あ
る
の
で
、
Ｂ
群
は
別
本

系
統
か
ら
は
ず
す

こ
と
に
す
る

（
具
体
例
は
第
四
節
参
照
）
。

（
５
）
異
本
系
は
、
書
陵
部
所
蔵
飛
鳥
井
家
旧
蔵
本
と
神
宮
文
庫
所
蔵

「
源
語

古
抄
」
が
あ
る
。

（
６
）

「
中
山
家
本
源
氏
物
語
」

（複
刻
日
本
古
典
文
学
館
）

池
田
利
夫
氏

解
説

（
７
）
注
１
の
論
文
。
な
お
、
別
本
系
と
の
比
較
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

（
８
）
大
島
本
系
の
本
文
は
別
本
系
に
極
め
て
近
く
、
大
橋
本
よ
り
整
理
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
大
橋
本
を
大
島
本
系
に
改
め
た
た
め
で
あ
る
、
と
待
井

新

一
氏
は
指
摘
さ
れ
た
。

（
「
源
氏
物
語

、
奥
入
」
成
立
考
」
　

国
語
と

国
文
学
　
昭
和
三
五
年
二
月
）

（
９
）
例
え
ば
岡
山
大
学
池
田
家
文
庫
の
上
肥
秘
函
旧
蔵
本
は
別
本
系
統
で
あ

る
が
、
大
橋
本
の
奥
書
が
あ
る
。

（
１０
）

『
源
氏
物
語
大
成
　
研
究
籠
」
九
十
二
頁
。
な
お
こ
の
綴
じ
穴
は
今
も

大
橋
本
に
残

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（
同
書
同
頁
）
。

（
Ｈ
）
大
橋
本
の
丁
数
は
、
そ
の
欠
葉
を
補

っ
た

「
源
氏
物
語
大
成
　
資
料
篇

」
所
収
の
翻
刻
に
よ
る
。

（
‐２
）
頁
致
は

一
源
氏
物
語
大
成
　
校
異
篇
」
に
よ
る
。

（
‐３
）
別
本
系
の
う
ち
注
４
の
Ｂ
群
は
Ａ
群
と
同
じ
で
あ
る
が
、
大
橋
本
に
な

い
二
句
の
頭
に

「
此

一
行
本

ニ
ナ
シ
如
何
」
と
記
す
。
こ
れ
は
大
橋
本
系

を
校
合
に
用
い
た
か
ら
で
あ
る
。

（
‐４
）

「
似
」
の
本
文
は
、

「
白
氏
文
集
」

（平
岡
武
夫
氏

。
今
井
清
氏
校
定

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
刊
行
）
の
校
異
に
は
な
い
。
句
の
順
序
に

関
し
て
は
同
書
に
お
い
て
、
平
岡
武
夫
氏
が
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い

ク０
）
。

「
対
此
如
何
不
涙
垂

芙
蓉
如
面
柳
如
眉
」
の
二
旬
、
金
沢
本
と
管

見
抄
の
み
が
こ
の
よ
う
に
作
り
、
他
の
諸
本
は
み
な
二
句
を
互
倒
し

て
い
る

（前
掲
書

「
白
氏
文
集
の
校
定
序
説
」
四

一
頁
）

（
‐５
）
但
し
、
注
４
で
問
題
に
し
た
Ｂ
群
は
大
橋
本
と
同
じ
で

「
先
是
」
と

「

列
立
」
が
な
く
、
Ａ
群
と
対
立
す
る
。

（
‐６
）

こ
の
巻
名
を
説
明
し
た
項
目
は
、
大
橋
本
系
と
異
本
系
は
巻
頭
、
別
本

系
は
巻
末
に
あ
る
が
、
注
４
の
Ｂ
群
は
両
方
に
あ

っ
て
巻
末
の
方
に

「
始

メ
ニ
ア
ル
ヘ
ン
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
既
に
あ
る
項
目
で
も
本
文

が
多
少
異
な
る
注
釈
は
、
重
複
を
思
わ
ず
追
加
し
た
た
め
で
あ
る
。

（
‐７
）
大
島
本
の
初
音
の
巻
に
は

「
奥
入
」
は
な
い
が
、
乙
女
の
巻
の
巻
末
の

四
項
目

（
「
踏
歌
儀
」
を
含
む
）
は
初
音
の
巻
と
み
ら
れ
る
。
詳
細
は
拙

稿

「
「
奥
入
」
成
立
の
諸
問
題
」

（
「
源
氏
物
語
の
探
求

第
十
韓
」
所

収
）
の
∧
補
説

　

一
Ｖ
参
照
。

（
‐８
）

こ
の

「
踏
歌
曲
」
の
注
釈
は
、
尊
経
閣
本

・
鳥
丸
本

・
桃
日
本
と

「
異

本
紫
明
抄
」
所
収
の

「
難
義
」

「
奥
入
」
は
大
橋
本
と
同
じ
竹
河
の
巻
に
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あ
る
が
、
書
陵
部
本
と

「
西
円
」

（
「
異
本
紫
明
抄
」
所
収
）
は
初
音
の

巻
に
移
さ
れ
、
異
本
系
統
は
両
方
の
巻
に
あ
る
。
こ
の
異
同
の
原
因
は
、

定
家
が
竹
河
の
巻
に
注
し
た
後
、
初
出
が
初
音
の
巻
で
あ
る
こ
と
に
気
付

き
見
出
し
だ
け
移
し
た
か
ら
で
あ
る
。

〔
詳
し
く
は
注
１７
の
拙
稿
参
照
〕

（
‐９
）
催
馬
楽
の
テ
キ

ス
ト
に
は
、
岩
波
文
庫

「
神
楽
歌

・
催
馬
楽
」

。
日
本

音
典
文
学
大
系

『
古
代
歌
謡
集
」

。
日
本
歌
謡
集
成
を
用
い
る
。

（大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

古

Ａ
ユ

風

の

コ
聖

源

と

十
営

貿

前
編
　
古
今
和
歌
集
四
季
歌
の
作
風

第

一
章
　
み
や
こ
の
歌

第
二
章
　
大
歌
の
な
が
れ

第
二
章
　
帝
徳

第
四
章
　
花
鳥
風
月
の
は
じ
め

第
五
章
　
正
月
儀
式

第
六
章
　
桜

・
山
寺

・
吉
野
山

中
編
　
古
今
和
歌
集
恋
歌
の
作
風

第

一
章
　
万
葉
集
婚
姻
歌
の
基
底

第
二
章
　
万
葉
集
婚
姻
歌
の
基
底
―

そ
の

一

第
二
章
　
古
今
集
恋
歌
の
基
底

第
四
章
　
古
今
集
恋
歌
の
基
辱
―

そ
の
二

後
編
　
死
と
生
の
儀
式

第

一
章
　
喪
制

・
喪
思
想
よ
り
見
た
万
葉
集
挽
歌
の
様
式

―

古
今
集
哀
傷
歌
の
前
提
―

第
二
章
　
神
楽

。
東
歌
の
本
性

第
二
章
　
幽
玄
の
継
承
―
源
俊
頼

・
藤
原
俊
成
の
場
合
―

今
井
優
氏
著

（
Ａ
５
版
　
四
五
二
頁
　
昭
和
六
十

一
年
八
月
二
十
日

刊
　
和
泉
書
院
　
定
価

一
二
、
五
〇
〇
円
）
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